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HPも新しくしました！

まずは見学に来てください！

和歌山県立医科大学

産科婦人科学教室

TEL：073-441-0631

sanpu1@wakayama-med.ac.jp

＊＊＊＊豊富豊富豊富豊富なななな症例数症例数症例数症例数！！！！

専攻医の間に手術の執刀症例を多数経験

します（帝王切開、婦人科手術）。

＊＊＊＊重症妊産婦症例重症妊産婦症例重症妊産婦症例重症妊産婦症例のののの経験経験経験経験！！！！

総合周産期母子医療センターとして多数

の母体搬送を受け入れています。

ドクターヘリにも産婦人科スタッフが同乗します！

初期研修

和歌山県立医科大学附属病院の初期研修医プログラ

ムは、内科系・救急及び地域医療を必修科目とし、他

の選択科目は希望に沿って自由に選択でき、自分自

身でプログラミングできる非常に自由度の高いロー

テート方式を実施しています。また本学附属病院を管

理型病院とし、県内の多くの公的病院が協力病院に加

わっているため、研修医の希望を取り入れながら、常

に地域公的基幹病院での研修（産婦人科を含む）も可

能で、プライマリーケアの習得を質、量ともに充実させ

ております。さらに2011年度より初期研修医産婦人科

重点プログラムを設置し、希望者には２年間で最大で

産婦人科を９ヶ月とNICUや麻酔科を重点的に研修でき

るプログラムもスタートさせました。初期研修医は１学

年に60-70名と非常に多く、全国のマッチング数の順位

では常にベスト10に入り、希望の科とともに救急・麻

酔科の最前線を大学で学びながら、外病院で地域医

療も楽しく研修できるところが人気の理由です。初期研

修医の約半数は他大学出身者ですので、他府県・他

大学からもウエルカムです。

本大学病院は総合周産期母子医療センター

として、重症妊産婦の母体搬送や新生児搬送を常時

受け入れている一方、婦人科悪性腫瘍の手術症例も

豊富であります。また地域の拠点病院としての役割も

大きく、一般妊婦健診や正常分娩も多数扱っており、

婦人科良性疾患の手術件数も多いという特色がありま

す。従って産科、婦人科両分野においてプライマ

リーケアから高度先端医療までのすべてを満

たした研修を行うことが可能であります。初期研修医で

あっても、教室のスタッフの一員として手術や外来診療

に加わってもらい即戦力として実践的な指導をしていま

す。また研修医にも産婦人科関連の学会発表も積

極的におこなってもらっています。

医学生、研修医の皆様へ医学生、研修医の皆様へ医学生、研修医の皆様へ医学生、研修医の皆様へ

全国的に産婦人科医の不足や産科医療崩壊の危機が社会問題と

なったのは記憶に新しいところですが、この間、当大学内および和歌山

県内の産婦人科医の勤務環境の改善や女性医師の産休・育児中の支

援体制の整備など、さまざまな努力を続けてきたこともあり、当大学にお

いては、私が就任以後すでに10数名以上の若手産婦人科医師が入り、

着実に増加しています。しかしながら、和歌山県内の全ての患者様が安

心して安全な医療が受けられる体制を確立するためには、教室のさらな

るマンパワーの増加は必須であり、県内外・全国から私たちの仲間に

入ってくれる初期研修医および後期研修医（専攻医）を広く受け入れて

おります。産婦人科は外科系でありチーム医療が非常に重要ですので、

教室運営に関しては『チームワーク』や『和』を最も大切にしてお

ります。

当大学の初期研修医プログラム、専攻医の産婦人科専門研修プログラムに興味のある方、見

学を希望される方は、いつでも気軽に連絡していただければ、迅速に対応いたします。

後期研修（産婦人科専攻医研修）

日本専門医機構の指針に沿った研修プログラムが

2017年から開始される予定であり、和歌山県では

当大学が基幹施設となり、当大学を中心に連携施

設群（約10施設）を加えた包括的なプログラムが開

始されますが、現在すでに同様の研修が受けられ

ます。卒後６年目で産婦人科の専門医を取得する

までの専攻医教育は極めて重要であり、本学では

総合周産期母子医療センターにおける正常および

異常分娩や産科重症例の研修、婦人科分野では

良性・悪性を含む婦人科腫瘍の研修を重点的にお

こない、３年間の中で、さらに生殖医療分野や女性

のヘルスケア分野、特色ある鏡視下手術などを連

携型病院で研修できるシステムを実施しています。

専攻医研修では、全ての診療に関してマンツー

マンで必ず上級医と行動を共にし、基本をしっかり

マスターできるように指導していますので、初期研

修を他の病院でおこなったり、初期研修中に産婦

人科を選択しなかった方でも安心して修練できるシ

ステムを確立しています。また、専攻医研修の早い

時期から多数の手術執刀症例 を担当し、

研鑽を積むことができます。本格的な研究を希望す

る専攻医には、専攻医研修中に大学院に入学し、

研究と並行することも可能です。産婦人科専門医

取得後は、本人の希望に沿って、大学病院または

関連病院で勤務しますが、その後は、本人の特徴

を活かして周産期、腫瘍、生殖の３分野の中からサ

ブスペシャリティーを選択してもらい、必要に応じて

学外での修練も含めて、各々の学会の専門医や指

導医を取得してその分野の臨床面及び研究面にお

けるエキスパートを輩出できるよう指導しています。

教授 井箟一彦


